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東光食品株式会社

　弊社では、従来、米袋の精米日表示を、『年月日表示』としておりましたが、この度の

精米表示に関する食品表示基準の改正により、『精米時期表示』（上旬/中旬/下旬）に

変更いたしました。

　精米時期表示への変更は、精米表示に幅を持たせることで、精米年月日が古いという

理由だけで廃棄または販売対象外とされていた商品のロスの削減の他、商品の管理単位が

少なくなることで、配送・納品回数の削減、積載効率の向上による排気ガスの排出抑制や

エネルギーの削減が見込めるなど、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の目指す、すべての

人々が豊かで平和に暮らし続けられる社会の達成につながるものと期待されています。

　弊社といたしましては、これらを踏まえた上で、以下のとおり、『精米時期表示』への

変更を行いましたので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

〇変　　　更　　　日 ２０２２年１月２１日製造分より

〇対象商品・変更内容 精米 『精米年月日表示』から『精米時期表示』に変更

　 玄米 『調整年月日表示』から『調整時期表示』に変更

〇変更後の印字表示例

０３年産 お米の収穫年

22.01.下旬
２０２２年１月２１～月末日に
精米されたお米
上旬 ：　 １～１０日精米　　
中旬 ： １１～２０日精米　　
下旬 ： ２１～月末日精米　　

精米時期表示に関する説明は下記の農林水産省ホームページにも掲載されています。
https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/200414.html

米袋の『精米年月日』表示の変更について

https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/200414.html

